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英語科教育法の授業での音声教育
長谷川 博
1.は じめ に
本学の短期大学部で、1995年度から 「英語音声学」(必修科 目)を担当 して、 この間、英語
科教育法やComprehensiveEnglish担当者から 「最近の学生は発音記号 もあまり読めない、
発音そのものも不正確だ」とい う声をよく耳に した。英語音声学の担当者としては聞き捨てな
らぬことだと思い、各学年の初めに、本学入学以前の英語教育で 「発音記号についてどの程度
教えられたか」「発音記号を頼 りに どの程度 自信を持って単語を発音できるか」など入学前ま
での音声教育を尋ね、英語音声学の授業の4年間のまとめとして、2001年8月に 「教育研究報
告」(No.2)r英語音声学の授業を考察する』(以後、r音声学を考察』と略す)に 発表 した。
(注)穂谷学舎でも英語音声学を担当したが、年度によりクラス数やクラスサイズが異なったので、
ここでは、クラス数や学生数に大差のない片鉾学舎の授業実践の報告である。
そのアンケー トにもあるように 「発音記号」は2000年度に限ってみても、「習 った記憶がな
い ・無回答」(6%)、「ほとんど習わなか った」(25%)、「少 し習った」(64%)また、「単語の
発音を正確に発音する自信は」の質問にたい して、無回答の17%を除いて、「自信がない」(23
%)、「少 し自信がある」(58%)、「かな り自信がある」は僅か2%で あった。
筆記試験が主体の現在の入試方法のもとでは、音声教育にあまり時間がかけられていないこ
とが明白であったので、2002年度から学部 ・短大部で 「英語科教育法」が担当と決まった際に、
毎授業において時間をかけ、音声教育に必要な授業を展開 しようと決めた。
念のために、最初の授業で 「発音記号」の知識や 「単語の発音」の自信等を尋ねてみた。
(なお、数字の前の方が2002年度、後の方が2003年度の数字である。)
『発音記号をどの程度知っていますか』
「ほとんど知らない又は少 し知っている」56.2%:59.2%
「ある程度知っている」35.6%:37.7%、
「よく知っている」8.2%:3.1%
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『発音記号を頼 りに どの程度正確に発音で きる自信があ りますか』に対 して、
「ほ とん どない又は少 しはあ る」52.1%:66.3%、
「あ る程度あ る」45.2%:31.6%
「か な り又は大いにあ る」2.7%:2.0%で あ った。
この結果は、あ る程度 こちらが予測 していた ことではあ ったが、 このままでは教師 と しては
失格であ る。そ こで、前以て購入 させてあ った テキ ス トを もとに授業を よ り入念に展開す るこ
とに した。
(注)英語科教育法の受講生は(穂 谷学舎)、学部・短大部の学生を合わせて2002年度73人、2003年度
98人である。その うち将来の希望の内訳は、
(教師[中 ・高校・塾での英語/(日 本語教師)(そ の他)(未 定)
小学]又 は語学関係)
2002年度54(74.0%)2(2.7%)10(13.7%)7(9.6%)
2003年度80(81.6%)3(3.1%)5(5.1%)10(10.2%)
ところで、中学校で3年 間、高校で も3年 間、合計6年 間 も英語教育を受け、 しか も教育機
器が発達 し、 ラジオやTV、 映画な どを通 してLivingEnglishに接す る機会 が随分増 えた と
い うのに、学生 の単語 の発音をは じめ英語を話す ことや読む ことも、残念 なが ら十分 とは言え
ない。 この原因は どこにあ るのか。中学 ・高校で の音声教育に十分時間が とられてい ない現状
とは具体的に どのよ うなことなのか。英語教育 の成否に も関わ る問題 なので、1週 間 の英語 の
授業時間数や学習開始時期 の問題、1ク ラスの適性人数 なども検討 した。
2.授 業展開
英語科教育法(年 間90分30回の授業)の 中で の音声教育を考慮 して、授業を展開 した。第1
時限 目には、先ず導入 と して、
1)音 声器官..中 学や高校 の教科書 につ いている口形 図 と器官各部 の名称 を示す。
2)子 音 の特徴..具 体 的に説 明す るもの として、藤井 『現 代英語発音 の基礎』(子音 、pp
l38～140)から借用す る。
3)単 母音..上 記藤 井の 『..発音 の基礎』(pp.174,175)から、一覧表 に して、 日本語 と
関連 させて説 明す る。
4)二 重母音..杉 森他3名r音 声英語 の理論 と実践』(pp.58,61)から図示す ることに よ り
日本語 の単母音 の連続 しただけ のものとの違いを示す。
以後、毎 授業時 の約20分を さいて、「英語 音声学」 で学 習す る項 目を.4Shone.Course22
America.&B瞬勅Eπg1勧Pronunciation(南雲堂)(以 後、Amt&BrEPr,と 表 記)を
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使用 して、母音、子音、弱形発音 ・リズムと順次消化 して行 った のであ る。 なお、 このテキ ス
トの構成お よび練習は次 の通 りであ る。
(1)Practice:先ず、 カセ ッ ト ・テー プの助 けを借 りて/i:/を含む単語(see,eat,etc)を
12語を練 習、続い て/i:/をで きるだけ多 く含む 、長 さlo語前後 か らなる文 を3文 練 習、
そ の際、強勢 のあ る箇所に注意を、 また強勢 と強勢 の間がほぼ等間隔であ ることに も注
意を払わせ、強勢記号を付け させ、復習を行 ない易 くした。
(2)Exercise:/i:/を含む単語 の書 き取 り練習、10～12語。
次 に、/1/も①Practiceでは/i:/の場 合 と同様 の練 習であ る。②Exerciseで/i:/と
/1/を含む単語す なわ ち対比 に よる最小対語(例 、beat-bit)の練 習 と続 く。
(注)/1/の発音 に関 しては、 「イ」 と 「エ」のほぼ 中間音であ る とテキス トや辞書 には説
明 してあるけれ ど、その音 をは っき りとさせ るためには、/i:/,/1/,/e/の音をそれぞ
れ含 む単語(beat-bit-bet)を聞かせ、差 をは っき りさせてか ら、繰 りかえ し言わせ
る方 が理解 しやす い ことは 『音声学 を考 察』で述べ た通 りであ る。 なお、使 用 した
発音 記号は、上記 テキス ト(Amy(隻BraPr;)が/auを/0u/と して使 用 して
い る以外 は 「ジ ョーン ズ13版」を使用 してい るが、/i:/と/i/,/u:/と/u/は同 じ
音質 の母音 で、長 さだけが違 うと誤解 され るので、 「ジ ョーン ズ14版」を使用 して、
/i/の代わ りに/1/を、/u/の代わ りに/uを 使用す る。
3.補 助教材
上記テキス ト(Amt(鉱B7EP7π)を補 うものとして、 丁加E∬ θπ6θσCo〃θgθ翫g1勅
D露嬬競(朝 日出版社)を 使用 して、音の連結、脱落、同化、弱化など音変化の規則にも慣れ
て、個々の単語の発音だけではな く、語と語が結合して、音 と音が互いに影響 しあ う生(な ま)
の英語も学習 して、 日本人が苦手とするListeningの力をつける一助 とした。
以下は、音声教育の授業でテキス トを補 う形で指導 したもののうち主なものである。
1)音の弱化[弱 母音/a]と リズム
音変化の中でも大切な英語のリズム[強勢 リズム]に関係があ り、英語では大変重要な働き
をする母音で、綴 り字上の母音字とはほとんど関係なく、あらゆる母音が強勢を持たないとき
には、全て/aに なる可能性がある弱母音 とリズムの働 きに関してより詳 しく触れる。
次に見 られるように、弱音節の母音が全て/aで 示 されているからといって、常に一定の
音価を持 っているとい うわけではなく、図1で 示す/aの 円の 「円周上」かその内側付近で
発せられる母音全てを包括 した記号である。すなわち、さまざまな理由で他の母音が強勢を失
って/aの 方向に変化してきたものを全て包含 した結果、広い範囲の音を/aで 表 したので
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あ る 。
J.D.0'ConnorがBθ舵7Eπ91勅Pronunciation(以下 、BθEP7%と 表 記)(P.83)で 、 例 え
ば 「condemn/kandem,Saturday/sおtodI/,gentleman/d3entlmanの/aのよ うに 、 子 音 間 に あ
る/aは 省 略 す る 方 が し ば し ば い い 時 が あ る 。 ま た 、attempt/atempt,account/akaunt,ob-
serve/abz::v/の/aのよ う に 語 頭 に 来 る と き は 、 非 常 に 短 く曖 昧 に 発 音 す る 。 た だ 語 尾 に 来
る と き に は そ れ ほ ど 短 く も な く、 他 の 位 置 に あ る と き よ り口 を 少 し大 き く 開 き 、/〈/の発 音 に
似 る 」 と 述 べ て い る 。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?ー
?
?ー
?
?ー
?
?ー
?
c童y/1/
pence/e
chase/eI/
man/ae
fast/α:a∋/
s6me/〈/
particle/α,:/
rem6nstrate/D/
scfence/aI/
herd/:/
b6ard/っ:/
P6se/aloσ/
full/u
capacity/a
tw6pence/o/
pてirchase/e/
gentleman/a
breakfast/a
handsome/a
particular/a
demonstrate/a
conscience/a
shepherd/a
cupboard/a
Pてirpose/e/
carefuL'0/
'v
♂こ:需/
ゼ7ズ、!
α
(図1)母音弱化略図
(外国語を力夕力ナ表記する弊害から)
(注)母音が強勢を失って/aに なった単語6例 を、三宅川/増 山 『英語音声学』(英宝社、p.30)
から参考にして、r外国語をカタカナ表記する弊害』を発表 した際に残 りのものを調査 して、上記の
ようにまとめる。
ところが、英語 の リズム[強 勢が置かれてい る音節は どちらか といえば強 く長 く発音 され、
強勢が置かれてい ない音節は弱 く短 く発音 され、音 の強勢が周期的にほぼ等間隔で繰 り返 され
ることに よ り生 じる英語独特 の リズム、強勢 リズム]と 日本語 の リズム[ほ ぼ 同 じよ うな強 さ
と速 さを もってい る音節 の集 ま りに よ り生 まれ る リズム、音節 リズム]が 異 なるために、一例
と してbreakfast/brekfast[以後 、/e/一/aと表 記]を あげ る と、fast部分が 日本語 の リズム
の影響で/fc:st/、即ち/brekfα:st/[以後、/e/-/α:/と表記]と 発音 されやすい。
そ こで一つ の解決策 と して、単語単位 の練習では な く句又は文単位で しか も対象語が文中に
くる練習 をす る。 何故な ら文尾に来 る場合 だ と 「/e/一/a」であ ろ うと 「/e/一/c:/」であろ うと英
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語 の リズムに関係 しないか らであ る。例文は次 の通 りであ る。
ex)Ihadalatebreakfastatten.
wwwSSwwS(w:弱 強勢、S:第1又 は第2強 勢)
文 中での練習 に よ り、英語 の リズムか らbreakfastのfastの母 音部分 を/aと 弱 く短 く
言わ ない と、SとSの 間がほぼ 「等間隔」であ る英語の リズムが崩 れ るか らであ る。
(SとSの 間のwの 有 る(数)無 しに拘 らず 、lateとbreakfastとtenの間が ほぼ等 間隔
であ る)
2)「ニーズ」 は"Knees"では!?
「ニーズ」 とい うカタカナ語を よ く耳にす る しまた文字で も 目にす るが、 ど うもそ の意味は
「要求」 とか 「必要(性)」 の よ うである。 それ なら 「ニー ヅ」 の方では ないか。す なわ ち、
ニーズは、英語 ではknees/ni:z/(「両膝」)の方 に、 ニーヅは、needs/ni:dz/(「要求」)の方に
近い。
(注)正確には、「二」に相当するのは加i/で、上記2つ はそれぞれ/n:z/と/n:dz/である。
そん な時に英語音声学 の授業 でもcars/kα:z/とcards/kα:dz/を対比す る練習問題に 出 くわ
した。 カセ ッ ト・テープか ら流れ るこの2つ の単語は、数回共 どの学生に も同 じに聞 こえた の
であ る。 このことは、英語科教育法 の授業で音声教材を扱 う際に も起 こ りうるのでは ないか と
予測 して、 この対比音 の練習を してい る際に、 カセ ッ ト・テープか らこの2語 を流 してみた と
ころ、やは り単語 の差異 の確認は、誰一人 と して 出来 なか った。
そ こで、先 に学 習 し、練 習を してあ った/t/,/d/(歯茎破裂音)お よび/s/,/z/(歯茎 摩擦
音)を 口腔 図を活用 して、発音 す る際 の 「舌」 の位置 な どを確認 し、/ts/,/dz/は、/t/,/d/
の破裂 と同時 に摩 擦音/s/,/z/に移 る。即 ち、/ts/,/dz/は、舌先が歯茎 につ いて離 れ る音で、
一回 しか発音 できない。一方 、/s/,/z/は、舌先を上歯茎 に近付 け、呼気 がその隙間を通 ると
きの摩擦音。 同質 の発音 を長 く続 ける ことが出来 る持続音。即 ち、/s/,/z/は、舌先が歯茎に
接近 して発音 され るので、/sssss..../,/zzzzz..../と息 の続 く限 り音 を続 け られ る。
carsは、/kα:zzzzzz._/と息 の続 く限 り続け、cardsは、/kα:dz/(カー ヅ)と 「ヅ」 の所
で まるで車 のエン ジン が急 に止 ま ったかの よ うに発 音 してみせ る。/d/を発 音す るために歯茎
に付 けてあ った舌先が、/z/を発音 しよ うとして歯茎を離れ た瞬間 の音/dz/をカタ カナ表 記
すれば、「ヅ」に近い音がす る。(もっとも、「ヅ」は、ヅの母音部/u/を 取 り去 った音であ る。)
このよ うに して授業を続行 したわけであ るが、 この短い時間 内で の練習時間では学生た ちが こ
の2音 の違いを十分には識別で きなか った ことは事実であ る。 しか し、英語母語者 と比べて 日
本語 を母語 とす る英語教 師は、/z/と/dz/の音 聞 き分 けが十分で ないに して も、/z/と/dz/の二
つを 口腔図を使 ってそ の差を生徒に説 明 し、 カセ ッ ト・テープまたは教師 自らの発音を十分に
聞かせ、そ の差を認識 させ、そ の発音練習を繰 り返 して、生徒が正確に発音で きるよ うに指導
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しなけれ ばな らない。なお、下にあげ る/z/,/dz/を含む単語す なわ ち対比 に よる最小対語 の
練習を し、2音 の差を識別で きる一助 と した。
bees-beads,rise-rides,size-sides,wars-wards,etc.
3)音 調[抑 揚]
V.J.Cookが.46加θ動競 α≠競 の`lntroduction'(p.ix)の中で 「音調 とは、人 が話を して
い る時 の声 の上 り下 りのことで、声 の変化に よ り文法的 な差異を示 した り、話す人 の判断や感
情を示す のに もちい る」 と述べてい る。単語や文法や発音 の間違いは、外国人だか らとい う理
由で許 して くれ るが、音調を間違 うと話す人 の態度が悪い と判断 され、人 の感情を害す ること
に なる。
J.D.0'Connorが先 のBθEP7%の`lntonation'(p.108)の中でthankyouの例 をあげ、
rThankyou.には2通 りの言 い方 があ り、心か ら感謝 してい る時 にはThankが 強 く高 く、
youで声が下が る。
Thankyou.●.[●=強 強勢 で声が高 く、.=弱強勢で声が低い]
一方 、軽 い気持 ちで 「ど うも」 くらいの気持 ちでい う時 には、Thankが強 いが低 く、you
で声が上が る。
Thankyou.●●[●=強 強勢 で声が低 く、●=弱強勢で声が高い]
例 えば、週末 に友 人の家に食事に招かれ、別れ の際に友人 に第1のThankyoz.の代わ りに、
うっか り第2のThankyo..を言 った とす る と、友 人には招かれた者が本 当に感謝 してい るよ
うには聞 こえず、『失礼 な奴』 と思われ、友人 の感情を害 して しま うこ とに なる」 と説 明 して
い る。(結果 として、二度 と招かれ ない ことになる)
そ こで、 ここに安井 『音声学』(音調、p.277)から引用す る。
「さまざまな音調は、い ろい ろな因子を要因に決 まって くるが、イ ギ リス英語 の会話 の言語
資料(aBrEcorpusofconversation)においては、音調単位(toneunit)の半数以上が下降
調であ る。
下降調(51.2%)、
下降上昇調(8.5%)、
上昇下降調(5.2%)、
平板調(4.9%)
上昇調(20.8%)
「下 降+上 昇調」(7.7%)
「上 昇+下 降調」(1.7%)
(Quirketal.(1985),p.1602)」
上記5つ の音調のうち、最初の3つ の音調で88.2%を占めることと、以前、英語音声学で使
用 したテキス ト(渡辺 『コミュニケーションのための英語音声学』)も最初の3つ の音調を扱
っていること、そ してその中でも話 し手のいろいろな意図や微妙な感情を伝えるときに用いる
音調である 「下降上昇調」を主に授業で補 うことに した。
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下降上昇調は、下降調に よって示 された断定 ・決意 などが、続 く上昇調に よって疑い ・不確
実 ため らい などの態度を示す もので、次に示すい ろい ろな場合に用い られ る音調であ る。
(1)疑いがあ る場合
We'llcomeifwevcan.(butwecan'tpromise)
「出来れば くるけ ど」(約束 はで きない よ)
(2)控えめ な場合
Itisn'tvbad.(norisitverygood.)
「それは悪 くないけ ど」(大 して良 くもないけ ど)
(3)譲歩を表す場合
Ican'tdoitvtoday.(thoughIthinkIcandoittomorrow.)
「今 日は 出来 ないけ ど」(明 日な ら出来 る と思 うが)
(4)警告す る場合
It'sgoingtovrain.(sotakeyourumbrella.)
「雨が降 るよ」(だか ら傘 を持 ってい った方 がいい よ)
(5)対照を示す場合
Somepeoplevlikeit.(butIdon'tlikeit.)
「それが好 きな人 もい るけ ど」(で も私 は好 きでない よ)
(6)部分否定
Shedoesn'tspeaktovanybody.(=Shespeaksonlytosomepeople.)
「彼女は誰にで も話すわけでは ない」(一部 の人 に しか話 さない)
(7)否定辞が理 由を表す節を伴 って現れてい る場合
a)Ididn'tvisitthe-doctorbecauseIwasvill.
この文では否定辞は ∂θo翻sθ瓦 〃αs躍 に係わ る。
(=Ivisitedthedoctor,notbecauseIwasill,butforsomequitedifferentrea-
son.)
「医者へ行 った のは病気だ ったか らでは ない」(他に理 由があ ったか らだ)
b)Ididn'tvisitthe/doctoribecauseIwas＼ill.
この文では否定辞は 廊 髭 に係わ る。
(=owingtoseriousillness,thespeakercouldnotvisitthedoctor.)
「重病だ った ので医者へ行け なか った」
なお、文a)は1つ の音調群か ら成 り立 ってい るので、1通 りの言い方 しか ないけれ
ど、文b)は2つ の音調群か ら成 り立 ってい るので、次 のよ うに言 うことがで きる。
BecauseIwas/illiIdidn'tvisitthe＼doctor.
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(注)/二 上昇調、 ＼ 二下降調、 〉 二下降上昇調、一 二平板調、i二 小休止
なお、引用 した英文 の1、4、5は 、PalmerandBlandford:.4GrammarofSpokes
,翫g11勅(W.Heffer&SonsLtd.,p.23)、2は、竹林 ・小島rラ イ トハ ウス英和辞典』
(研究社 、p.1701)、3は、安 井 『音声学 』(開拓 社、p.278)、6、7は、Lee:.肋En
g1勅Intonation-Reader(Macmillan,p.64)
4)♪#音 声教育で の音楽 の効用 ♪b
英語音声学 の授業 で数年 、"Row,row,rowyourboat"を輪 唱で/r/と/1/な どの違いを
教えた。学生達は、いつ もの授業では見 られ ない 明るさで しか も大 きな声を 出 して輪唱を した。
この時には こちらの地声だけを頼 りに指導を した のであ るが、今回は カセ ッ ト・テープに吹 き
込んであ る楽 曲を もとに音声教育を始めた のであ る。楽 曲が流れだす と、学生た ちの 目の色が
変わ った。
9 ●
Row,row,rowyourboat,Gentlydow且thestrea皿,
■
θ.
一 `
Merrily,merrily,merrily,merrily,Lifeisbutadream.
この後、rowとlowの 発音指 導な どを始め るのは野暮 の ように思われ たほ どであ るが、以
下、順番に指導 した項 目に触れ る。
(1)row[/r/]とlow[/1/]
先 にAmt(鉱BzEP魏 で練習 した/r/と/1/の復 習ではあ るが、 日本語 の ラ行の子音
との混 同のない よ うに注意 して、row,row,rowyourboat,と進んで行 った のであ る。
続いてgentlyの/1/の発音。そ してmerrilyでは 一re/rθ/、ly/li/とそれぞれ の箇所をゆ
っ く りと発音 して、 口の形 や舌の位置に十分注意 して発音 して、学生達 に繰 り返 させて、
最後 にlifeの/1/では明 るい/1/にな る よ うに、舌 の先を しっか りと歯茎 に付 けて/1aIf/
と発音 して見せた。
(2)row/reu/l/rou/と「ロー」
前 にテキス トで練 習 したわけ であ るが、 日本語母語者 は、二重母音 の/0u/を 「オ ー」
と単母音 で発音 し、/っ:/との区別が な くなる傾 向があるので注意 を要 す る。そ こで、 この
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歌 で 出て きたの を機 に、少 し復 習 を して この2音 の差 を確 実 な もの と した。row-raw,
boat-bought,bowl-ball,hole-hall,etc.
(注)日本語の二重母音は、連母音[例 えば、愛(ア イ)、甥(オ イ)、憂い(ウ イ)、魚(ウ オ)
など]の うち、密接に結びついているものを、とくに二重母音とい う。
(天沼 寧他2名 『日本語音声学』、p.94)
(3)明 るい/1/と暗い/1/
この2つ の差 につ いては、片 山 他2名 『英語音声学 の基礎』(pp.59～61)から/r/や
ラ行 の子音 も含 めて詳 しく説 明 もし、練習 も してあ るけれ ど、 日常 、 日本語 を母語 と して
生活を している学生 に とって、教室 で練 習を して この差 を理解 していて も、 明るい/1/の
代 わ りに ラ行 の子 音 で代 用 しが ちで あ り、 暗 い/1/の 後 に/u/を 入れ て(例 えば 、
all/っ:lu/(カタカナ表記をすれば 「オール」)の よ うに発音 して しま うので、 この際今一度、
しっか り練習を し直す必要 があ った。特 に、merrilyのよ うに/r/と/1/が 一つ の単語 の
中に 出て くるときには、余計に注意を して練習をす る必要があ った。
(4)音 の連結
これ も、 も う1冊 のテキス トで学習済みであ るか ら、 これ を機 に復 習を しっか りと して、
音 の連結 の定着を計 る。
Life(is,but(a[その他 の連結 としてr一連結(far(away)、n一連結(an(apple)]
(5)日本 の詩歌 と英語 の押韻
日本 の俳句や和歌 の よ うに五音 と七音を基調 とす る詩歌 と、句又 は行 の始 めや終わ りに
同 じ響 きの音を繰 り返す英語 の頭韻や脚韻 との違いを教えた。
GentlydownthestreamLifeisbutadream.(脚韻)
なお、頭韻 に関 しては、Amy(鉱BzEP7%の/p/の 発音練 習を して いる箇所 で、Peter
Pipepicketapeckofpickledpepper;.で、既 に学習済み である。
(6)英語 の強勢、 リズム、音節
Row,row,rowyourboat,Gentlydownthestream
SwSwSwwSwSwSwwS
英語 の二重母音 は、前 の母 音の方が よ り強 く、 よ り長 く、後 の母音 は弱 く、短 く消え入
るよ うに発 音 され る。 従 って、row/rouの/ouで は/0/だ け強 く発 音 され 、/uは ほ
とん ど発音 されず(即 ち/0/:S[強]、/u:w[弱]とな り)強 弱、強弱 、..と繰 り返 して、
リズムが生 まれ、streamも英語 の歌 の中で使われ る と/sutoriimu/ではな く、/stri:m/と
1音節語 と して、1音 符 が当て られ、歌 われた。大高 はr英 語音声教育 のための基礎理論』
(p.220)(以後,『音教 の基礎 理論』 と表記)の 中で 「日本語 の音節構i造が主 にCV(開
音節)で あるために、 日本人はCCCVやVC等 の発音 に慣れ てお らず 、英 語のス トレス
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の正 しい置 き方 の発音指導 は意外 と難 しい。 この問題 の1対 処法 として授業 に英語 の歌を
導入す るこ と。 その理 由 として、例えば、単音節語 のstringsは、英語 の歌 の中で歌われ
る と1音 符 が当て られ、/sutoriNguzu/と6音節語 と して歌われ ることは ない。 それは、
単音節語 はあ くまで も単音 節語 として一拍で歌われ ない と歌 にな らないか らであ る」 と述
べてい る。
(注)C・Consonant(子音)、V・Vowel(母音)。母音で終わる構造の音節を 「開音節」といい、日本
語の音節の大きな特徴で、英語は、子音で終わる音節構造[閉 音節]が 多い。授業で歌の指導
を行なったのは、上記の 『音教の基礎理論』を読む前であったが、gently/d3entli/でも、
楽譜の長 さに合わせて歌 うので/d3eNtori/と4音節にならず2音 節で、dream/dri:m/も
/doriimu/と4音節にならず、1音 節で歌えた。
(7)そ の他 の効果
"Row,row,rowyourboat"の歌 は、①短 い歌 で短 時間で歌 え る ②軽快 な歌 である
③ リズ ミカルであ る ④輪 唱がで き耳に響 きがいい ⑤何 よ りも授業が生 き生 きす る
4.日本の英語教育の現状
世界における国際語としての英語の地位はますます強固なものとなっている。特にイン ター
ネットの普及が拍車をかけ、 日本における英語学習への必要性が一段と高まり、その1つ の現
れが、1998年の中学校学習指導要領の改訂により外国語(英 語)は 必修教科(2002年度から施
行)と なり、1999年の高等学校学習指導要領の改訂で 「オーラル ・コミュニケーション1」 ま
たは 「英語1」 のいずれか1科 目が必修(2003年度から施行)と なった。英語教育の成否はこ
れ以外に、英語学習の開始年令、1週 当た りの授業時間数や クラスサイズの問題もある。
『世界25か国の外国語(英 語)教 育』か ら17か国を抜粋する
学習
義務教育の最終学年
国 名 開始年齢 期間(年) 暦年齢 学習率
週当た り
時間配当
暦※
年齢
TOEFL※
総合点
日 本 13 6 15 100 3.0 18 496
オ ー ス ト リ ア 8 ll 15 90 2.3 18 596
デン マ ー ク 10 9 15 99 2.2 19 606
フ ィン ラン ド 9 10 15 99 1.5 18 593
フ ラン ス 10 9 16 96 3.0 19 556
ハン ガ リ ー 10 7 15 71 3.7 17 568
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(注)1
2
3
4
週当た りの配当時間は世界22か国(不 明3か国)の 平均が2.8時間で、
的 と言えるが、学習期間は24か国(不 明1か 国)の平均が8.8年であるのに対 して日本は6年
である。従って、毎 日50分授業を週5回 実施 しても決 して多 くはない。
なお、学習開始年令については世界から随分遅れている。ここに音声上の根本原因があるよ
うに思われる。別冊のTOEFLで 日本人のListeningの得点は49点で、最下位は1点差 の48
点である。「言語習得を行な うには、それに適 した期間がある。強い説は、臨界期を越えて し
まうと、言語習得はほとんど不可能とする説。弱い説は、臨界期を越えても言語習得は可能で
あるが、より困難になるとする説。一般に臨界期の上限は思春期頃と言われているが、詳細は
研究者によ り意見が異なる」(『英語教育用語辞典』p.85)。そこでここに参考 として、「発音の
問題」に関する意見をJ.D.0'ConnorのBθEP7%(p.1)から引用する。
「10才以下の子供は、どんな言語でも完全に学ぶことができることはよく知られていること
である。 しか し、この年令を過ぎると完全に模倣する能力は衰え、大人の場合は外国語の(語
の構成や文を生成する規則も含めて)発 音に習熟することにたいへん苦労する」
また、大高がr音 教の基礎理論』(p.1)で「正確に英語を発音す るには、個々の母音や子音
r英語教育』別冊(大 修館書店、1999年)
学習期間は、開始時期から後期中等教育終了時期までの学習年数
週当た りの時間は、分で表示されていたものを時間に換算(小 数点2位 以下は切 り捨て)
※ 暦年齢は、後期中等教育の最終学年の暦年齢を示す
※※TOEFLの総合点は、1996-1997年のものであるが、この別冊の付録に載っているも
のから参考に引用 した もので、世界80か国中、 日本人の総合点496点は75位で、アジアの
25か国中23位である。なお、中国は555点、韓国は518点で、大きく差をつけられている。
日本 の3.0時間は平均
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の音素を正確に発音するだけでは不十分で、 リズムや強勢、イン トネーションなどのいわゆる
「かぶせ音素」の知識(能 力)も 必要である」と述べているのは最もなことである。
確かに、1998年に改訂された小学校および中学校学習指導要領により、小学校第3学 年から
新に 「総合的な学習の時間」が設けられ、この時間を利用 して、公立小学校でも英語を教える
可能性が生 じた。また、文部科学省は、今年の3月に小学校段階で英語を教科として必修化す
ることの可否を検討する方針を決めたが、遅きに失する感が強い。
また、音声教育に大いに関係があるクラスサイズに関 して、上記別冊の 「は じめに」に 「国
際教育到達度評価学会の調査によれば、すでに1980年当時、欧米の中学校では30名を超えるク
ラスをもつ国は、ただの1国 も見当らない。最大のカナダの27名、少ないところではスウェー
デン、ベルギーの各20名、ル クセンブルグの19名である。」 とある。「外国語教育の専門家の多
くは、コミュニケーション能力の育成には20人以上の学級では効果が期待できないとい う見方
で一致 している。 日本外国語教育改善-協議会は、r外国語の授業における1学級の生徒数は15
名を上限 とすること』 というアピールを行なっている」(新英語科教育入門、p.22)。それにも
拘らず、 日本の中学校における1学級の人数は依然として40名である。口では 「国際理解」や
「国際コミューニケーション」の大切さを言いながら、教育現場の実態はこのように時代遅れ
である。外国語教育の成果があがらないのも当然である。
5.音 声教育 に関す るアンケー ト
英語科教育法の授業の一部を割いて音声教育を実施 した。音声練習を実施する前と後では、
学生がそれぞれの学習項 目でどの程度知識が増え、自信がついたのか。アンケー トをみる限 り
では、学習効果がかなり上がっているけれど、これで十分とい うわけではない。これを出発点
として卒業時までに必要な知識を貯え、自信がつ くまで練習を積む必要がある。以上の結果を
鑑みて、音声教育は今後も改善を加えながら実施すべきであると強 く思った。
なお、アンケー トは、2003年度のものであ り、受講者数(98名)は、4月 の最初の授業時か
ら受講取 り消 しや最後の授業時(アン ケー ト実施 日)に欠席 した学生があ り、89名となった。
Q1)発 音記号 の知識は どの程度あ りますか?
ほ とん どな し/少 しあ る ある程度 ある
前)67(75.3%)18(20.2%)
後)3(3.4%)41(46.1%)
Q2)発 音記号を頼 りに発音で きる自信は?
ほ とん どな し/少 しあ る ある程度 ある
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4(4.5%)
45(50.6%)
かなり/大いにある
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前)63(70.8%)25(28.1%)
後)10(ll.2%)36(40.4%)
Q3)文 に強勢をつけて読め る[言 え る]程 度は?
ほ とん どな し/少 しあ る ある程度 ある
前)76(85.4%)ll(12.4%)
後)12(13.5%)48(53.9%)
Q4)文 を リズ ミカルに読め る[言 え る]自 信は?
ほ とん どな し/少 しあ る ある程度 ある
前)66(74.2%)18(20.2%)
後)14(15.7%)43(48.3%)
Q5)文 を正確 な音調で読め る[言 え る]程 度は?
ほ とん どな し/少 しあ る ある程度 ある
前)67(75.3%)18(20.2%)
後)16(18.0%)42(47.2%)
Q6)Listeningに関 して 自信 の程度 は?
ほ とん どな し/す こしある ある程度 ある
前)62(69.7%)24(27.0%)
後)9(10.1%)55(61.8%)
Q7)音 の短縮、音 の脱落 ・
それぞれ の知識や 自信は どのよ うに な りま したか?
ほ とん ど同 じ/少 し増 える あ る程度増え る
[短縮」
前)71(79.8%)17(19.1%)
後)12(13.5%)51(57.3%)
[連結]
前)65(73.0%)21(23.6%)
後)18(20.2%)33(37.1%)
[脱落]
前)76(85.4%)12(13.5%)
後)22(24.7%)45(50.6%)
[同化]
前)73(82.0%)15(16.9%)
後)20(22.5%)45(50.6%)
1(1.1%)
43(48.3%)
か な り/大 いにあ る
2(2.2%)
29(32.6%)
か な り/大 いにあ る
5(5.6%)
32(36.0%)
か な り/大 いにあ る
4(4.5%)
31(34.8%)
か な り/大 いにあ る
3(3.4%)
25(28.1%)
消失、音の連結、音の同化に関 して、学習 「前」と 「後」とでは
かな り/大いに増える
1(1.1%)
26(29.2%)
3(3.4%)
38(42.7%)
1(1.1%)
22(24.7%)
1(1.1%)
24(27.0%)
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6.お わ りに
現在の筆記試験が主体の入試方法のもとでは、音声教育が十分に行なわれていないことで、
基本である英語の発音すら不十分な状況では、特に、教職に就こうとする人達にとって、マイ
ナスに働 くことはあっても、プラスに働 くことはない。そのことを憂慮 して、英語科教育法で
の授業で毎授業時に時間の許すかぎり、音声教育に力を入れることに したわけである。英語音
声学での授業経験を英語科教育法の授業の中で生かせるものは生か した。
何よりも良かったことは、音声教育の中で音楽を活用 したことである。音楽は、音の強弱 ・
高低 ・長短 ・リズムの指導に役立つのをは じめ、人間の感情に訴えることにもなるので、情操
教育の一助にもなり、また 日本語母語者に苦手な子音群の指導も音符を割 り当てることによっ
て、 日本語から多音節になるところを1音 符でスムーズに歌え、音声教育で行なうのに効用が
多いことを確信 した。
外国語に対する 『臨界期説』は疑問があるにせよ 「特に音韻体系については、臨界期をすぎ
ると正確な発音を得 ることができないなど、 この説は一般に支持 されることが多い」(望月
『新学習指導要領にもとつ く英語科教育法』p.34)。
臨界期とは、その時期を過ぎると母語習得と同じように自然に言語を習得できないとい うこ
とであ り、その時期が絶対的なものではなく、言語習得により適 した時期があるとすれば、そ
れが思春期前後 くらいまでと解釈すべきではないか。発音に関 しては、臨界期内ならば母語の
誰 りは残らないが、この時期を過ぎると残るのは、 日本語の場合の 「お国誰 り」が残ることか
らもいえる。
なお、 日本人のTOEFLのListeningの得点が低いのは、学習開始年令が遅いことも一因
であるように思われる。RiversとTemperleyが.4P名α漉oα1GuidettheTeachingofEn
g1づ訥(p.62)の中で指摘するように 「人が 日常の言語活動で費やす時間で、『聞 くこと』に45
パーセン ト、『話すこと』に30パー セン ト、『読むこと』に16パー セン ト、『書 くこと』に9パ ー
セン トである」。 このことを考えると、 これからの英語教育においてはもっと早い時期から今
まで以上に音声教育にもっと多 くの時間を割 くことを真剣に考えなければならない。なお、ま
とめでは内容の調整のために、実際に指導 したことに一部例文などを修正 ・追加 した。
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